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低所得国の B 型肝炎母子感染予防に新たな一手：

簡便で高精度な迅速診断テストの有効性を検証 
 

（ポイント） 

 B型肝炎の世界的排除（エリミネーション）には、母子感染の予防が不可

欠であり、高リスク妊婦の特定と抗ウイルス予防療法の投与が重要です。 

 しかし、高リスク妊婦を特定するために必要な従来の診断法（PCR検査）

は、医療資源の限られた低所得国では利用が難しく、普及が進んでいませ

んでした。 

 パスツール研究所と熊本大学を中心とする国際チームは、カンボジア、カ

メルーン、ブルキナファソで、新たに開発されたB型肝炎コア関連抗原迅

速診断テスト（HBcrAg-RDT）※1・※ 2の診断性能を評価しました。その結果、

本検査は抗ウイルス療法が必要な女性の93%、不要な女性の94%を正しく

判別できることが確認されました。本検査は、妊婦健診の現場で即時に使

用できるため、B型肝炎母子感染予防の新たなアプローチとして、医療資

源の限られた地域における対策強化に貢献することが期待されます。 

 

（概要説明） 

フランス・パスツール研究所の島川祐輔グループ・リーダーと、熊本大学

大学院生命科学研究部の田中靖人教授を中心とする国際チームが、新たに開

発されたB型肝炎コア関連抗原迅速診断テスト（HBcrAg-RDT）の診断性能を、

カンボジア、カメルーン、ブルキナファソの3か国で評価しました。その結果、

本検査は高ウイルス血症を持つB型肝炎ウイルス（HBV）陽性妊婦を高精度で

特定できることが確認されました。これにより、低所得国においても、抗ウ

イルス予防療法が必要なハイリスク妊婦を迅速に特定でき、HBV母子感染の予

防が強化されると期待されます。さらに、本検査の実用化は、B型肝炎の世界

的な排除（エリミネーション）にも寄与する可能性があります。 

 本研究成果は、「Lancet Gastroenterology & Hepatology」に2025年3月13

日（日本時間：3月14日）に掲載されました。 
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（説明） 

[背景] 

B型肝炎の母子感染を防ぐには、出生直後の新生児へのワクチン接種に加え、

高ウイルス血症を持つ妊婦を特定し、妊娠中に抗ウイルス予防療法を実施す

ることが重要です。高ウイルス血症の有無を判定するには、HBV DNA量を測定

するPCR検査が必要ですが、低所得国ではその実施が困難な状況にありました。 

 

[研究の内容]  
本研究では、新たに開発されたB型肝炎コア関連抗原迅速診断テスト

（HBcrAg-RDT）の診断性能を、カンボジア、カメルーン（保存血漿を使用）、

ブルキナファソ（指先採血による全血を使用）の妊婦及び出産後の女性、合

計1,964名を対象に評価しました。その結果、本検査は、HBV DNA 20万 IU/mL

以上の高ウイルス血症を持ち、抗ウイルス予防療法が必要な女性の93%を正し

く特定し、ウイルス量が低く予防療法が不要な女性の94%を正確に判別できる

ことが確認されました。 

 

[成果] 

 B型肝炎コア関連抗原迅速診断テストは、従来のe抗原迅速検査よりも優れ

た精度で、高ウイルス血症の妊婦を特定可能。 

 45分以内に結果が得られ、従来のHBV DNA検査よりも迅速な診断が可能。  

 低コスト（5ドル未満）、電源不要、39℃までの環境で使用可能。 

 

[展開]  
本検査は、妊婦健診の現場で即時に使用できるため、B型肝炎母子感染予防

の新たなアプローチとして、医療資源の限られた地域における対策強化に貢

献することが期待されます。 



 

 

[用語解説] 

※１HBcrAg（B 型肝炎コア関連抗原） 

 B 型肝炎ウイルスの複製活性を反映するマーカーで、高ウイルス血症を持

つ患者の識別に有効。 

※２HBcrAg-RDT（B 型肝炎コア関連抗原迅速診断テスト） 

指先採血による簡便な検査で、HBV DNA 20 万 IU/mL 以上の高ウイルス血

症を持つ妊婦を即時に特定可能。 
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